
ザ・ベンズ サロン

小
学
生
の
頃
か
ら
鉄
道
が
好
き
で
あ
る
ｃ

そ
れ
は
当
時
の
地
元
（大
阪
府
枚
方
市
）

を
走
る
京
阪
電
気
鉄
道
の
勇
姿
に
魅
了
さ
れ

た
為
。
小
学
校
の
唯

一
の
休
み
。日
曜
日
は
朝

か
ら
最
寄
り
の
香
里
園
駅
へ
出
向
き
、
午
前

中
ず
っ
と
電
車
を
眺
め
て
い
た
。
こ
の
「病
」
は

長
じ
て
も
続
き
、
日
本
中
の
鉄
道
に
愛
着
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。

北
海
道
を
鉄
道
で
旅
し
た
の
は
１
９
７

２
（昭
和
４７
）
年
と
１
９
９
０
（平
成
２
）
年

の
２
回
。
今
同
は
こ
れ
を
綴
っ
て
み
た
い
。
か

な
り
記
憶
の
薄
れ
た
こ
の
旅
を
強
烈
に
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
鉄
道
史
研
究
家
で
ジ

ョ
ー
ク
サ
ロ
ン
快
鳥
の
曽
田
英
夫
さ
ん
。
保

管
さ
れ
て
い
る
古
い
時
刻
表
の
コ
ピ
ー
を
提

供
し
て
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

そ
の
１
◆
青
函
ト
ン
ネ
ル
も
北
海
道
新
幹
線

も
な
い
昭
和
の
「初
の
北
海
道
鉄
道
の
旅
」

初
め
て
の
北
海
道
を

一
人
旅
し
、
当
時
の

国
鉄

（
日
本
国
有
鉄
道
）
を
縦
横
に
乗
り
ま

く
っ
た
の
は
大
学
２
年
生
の
１
９
７
２
年
の

夏
休
み
。
出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
安
く
乗
れ

る
切
符
は
道
内
の
普
通
・快
速
列
車
と
急
行

の
自
由
席
が
１６
日
間
乗
り
放
題
の
「北
海
道

周
遊
乗
車
券
」
。
東
京
都
区
内
発
着
。学
割
で

７
６
０
０
円
。
「こ
れ
し
か
な
い
！
」
と
早
速

購
人
し
た
。

都
区
内
か
ら
青
森
ま
で
は
東
北
本
線
、
常

磐
線
、
奥
羽
本
線
等
々
好
き
な
ル
ー
ト
が
選

べ
る
。
ま
ず
は
最
も
速
い
東
北
本
線
経
由
上

野
発
１９
時
５
分
の
青
森
行
急
行
「八
甲
田
」

の
向
か
い
合
っ
た
４
人
掛
け
席
の
窓
側
を
確

保
。
１１
時
間
１０
分
の
旅
に
出
発
。

う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
間
も
列
車
は
し

っ
か
り
走
り
６
時
１５
分
青
森
着
。
青
森
か
ら

函
館
ま
で
は
青
函
連
絡
船
で
３
時
間
５０
分
。

ご
ろ
寝
ス
ペ
ー
ス
で
「八
甲
田
」
の
睡
眠
不
足

を
補
う
。
Ｈ
時
２０
分
初
の
北
海
道
へ
上
陸
。
ま

だ
ま
だ
国
鉄
が
元
気
だ
っ
た
頃
の
北
海
道
、

玄
関
回
は
函
館
駅
。
エ
ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ

て
Ｈ
時
４０
分
発
特
急

「お
お
ぞ
ら
３
号
」
釧

路
行
、
同
４５
分
発
同
「お
お
と
り
」
網
走
行
、

そ
し
て
乗
車
予
定
の
同
５０
分
発
急
行

「宗

谷
」
稚
内
行
が
発
車
を
待
っ
て
い
る
。

２
本
の
特
急
の
後
、
急
行
「宗
谷
」
は
お
も

む
ろ
に
発
車
。
函
館
市
内
の
景
色
は
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
り
、
大
沼
公
園
等
の
郊
外
の

美
し
い
景
色
の
中
を
「宗
谷
」
は
走
る
。
全
て

函
館
本
線
経
由
の
「宗
谷
」
か
ら
長
万
部
で

下
車
。
先
行
の
特
急
が
通
過
し
た
室
蘭
本

線

・
千
歳
線
経
由
の
普
通
列
車
に
乗
り
換

え
、
洞
爺
湖
畔
泊
。
翌
日
は
室
蘭
本
線
を
更

に
進
み
苫
小
牧
へ
。
苫
小
牧
の
一
つ
先
の
沼
ノ

端
は
室
蘭
本
線
と
千
歳
線
の
分
岐
駅
で
、
力

強
い
蒸
気
機
関
車
Ｄ
５１
（デ
ゴ
イ
チ
）
牽
引
の

貨
物
列
車
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
通
る
．
カ
メ
ラ

片
手
に
若
い
機
関
士
さ
ん
に
手
を
振
っ
た

ら
、
敬
礼
を
返
し
て
く
れ
た
。

翌
日
は
苫
小
牧
か
ら
日
高
本
線
で
終
点

の
様
似
ま
で
急
行
で
も
３
時
間
か
か
る
１
５

０
キ
ロ
の
旅
。
沿
線
は
競
走
馬
の
故
郷
。
「襟

裳
の
夏
は
―
脚
♪
」
と
襟
裳
岬
訪
問
。
帰
り

は
東
側
へ
出
て
広
尾
か
ら
広
尾
線
で
帯
広

へ
。
こ
の
線
は
愛
国
駅
と
幸
福
駅
の
あ
る
こ
と

で
有
名
だ
っ
た
。
「愛
の
国
か
ら
幸
福
へ
」
「国

鉄
広
尾
線
を
ご
利
用
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
」
車
掌
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
共
に
帯
広
着
。

帯
広
は
明
る
く
大
ら
か
で
旅
行
者
に
や
さ
し

い
街
．
駅
か
ら
徒
歩
圏
に
夏
休
み
限
定

・宿

泊
費
無
料
の
テ
ン
ト
村
が
あ
っ
た
。
カ
ニ
族

＝
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
移
動
す
る
学
生
等

の
節
約
旅
行
者
＝
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。
道
内

の
観
光
地
で
見
か
け
た
旅
仲
間
と
こ
の
テ
ン

ト
で
再
会
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
翌
日
は
帯

広
駅
前
８
時
発
の
国
鉄
バ
ス
で
富
内
線
の
終

点
日
高
町
へ
向
か
う
。
同
駅
を
２
時
間
後
に

発
車
す
る
日
高
本
線
苫
小
牧
行
普
通
列
車

を
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花
を
眺
め
な
が
ら
待
つ
。

苫
小
牧
か
ら
千
歳
線
で
札
幌
へ
。
北
の
果

て
の
稚
内
へ
は
札
幌
２１
時
２０
分
発
宗
谷
本
線

経
由
・寝
台
急
行

「利
尻
」
で
。
６
時
２５
分
稚

内
着
。
最
北
の
鉄
路
の
終
焉
を
実
感
し
た

後
、
宗
谷
岬
等
を
見
学
。
稚
内
発
１８
時
５
分

の
急
行
「礼
文
」
で
旭
川
へ
向
か
う
。
稚
内
か

ら
二
つ
目
の
抜
海
で
旭
川
Ｈ
時
発
の
稚
内
行

普
通
列
車
（
３
２
１
列
車
）
と
す
れ
違
う
。
準

備
不
足
で
写
真
は
撮
れ
な
か
っ
た
が
、
利
尻

富
士
を
バ
ッ
ク
に
し
た
Ｄ
５１
牽
引
の
混
合
列

車
（編
成
の
前
部
に
貨
車
、
後
部
に
客
車
を

連
結
）
は
夕
焼
け
に
映
え
、
そ
の
美
し
さ
は
今

も
脳
裏
に
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

旭
川
か
ら
石
北
本
線
で
網
走
へ
向
か
い
、

網
走
湖
、
刑
務
所
、
原
生
花
園
を
見
学
し
た
。

網
走
か
ら
は
釧
綱
本
線
で
斜
里
下
車
。
ウ
ト

ロ
か
ら
知
床
半
島
・知
床
五
湖
を
巡
っ
た
後
、

展
望
台
か
ら
澄
ん
だ
摩
周
湖
を
眺
め
る
。
釧

網
本
線
で
釧
路
へ
向
か
い
一
泊
。
翌
朝
釧
路

６
時
２５
分
発
の
急
行
「ノ
サ
ッ
プ
ー
号
」
根
室

行
に
乗
車
。

駅
間
距
離
が
１０
キ
ロ
前
後
の
所
が
多
々
あ

り
、
ま
さ
に
原
野
を
駆
け
抜
け
る
鉄
道
の
イ

メ
ー
ジ
。
駅
は
最
近
廃
止
と
な
っ
た
日
本
の

最
東
端
駅
の
東
根
室
を
過
ぎ
、
や
や
西
ヘ
カ

ー
ブ
す
る
と
終
点
の
根
室
。
（
８
時
５１
分
着
）

納
沙
布
岬
で
未
だ
帰
ら
ぬ
北
方
領
土
へ
思
い

を
は
せ
る
。
未
乗
区
間
は
あ
る
も
、
こ
れ
で
北

海
道
国
鉄
線
の
大
所
は
乗
車
し
終
え
、
そ
の

雄
大
さ
に
感
服
し
つ
つ
、
函
館
か
ら
青
函
連

絡
船
に
乗
り
込
み
、
青
森
か
ら
奥
羽
本
線
。

羽
越
本
線
。信
越
本
線
。上
越
線
経
由
で
帰

京
し
た
の
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ー
ク
サ
ロ
ン
会
員
／
リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ
⑫

北
海
道
鉄
道
の
旅

今
昔
（昭
和
と
平
成
）
物
語

Fザ・ベンス サロン エノセイの森」は「ゆつくり考え、思索する。それはネットじゃなく活字文化が担う役割である」

おお と  ば   ゆう た ろう
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